
　
「
風ふ
ど

き
土
記
」
と
は
、
和
銅
６ 
（
７
１
３
） 

年
元
明

天
皇
の
詔
み
こ
と
の
りに
よ
っ
て
、
国
ご
と
の
情
勢
を
記
し
た

報
告
書
で
す
。
昨
年
が
そ
の
発
令
か
ら
１
３
０
０

年
に
当
た
る
た
め
、
各
地
で
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
、『
古
事
記
』
と
並
び
注
目
・
話
題
に
な
っ

て
い
る
書
物
な
の
で
す
。
内
容
は
、
郡
こ
お
り・
里さと
の
名

を
漢
字
２
文
字
の
好よ
き
字
で
表
し
、
山
・
川
・
野

な
ど
地
名
の
由
来
と
銀
・
銅
・
草
・
木
・
鳥
・

獣
な
ど
の
物
産
、
そ
し
て
土
地
の
肥ひよ
く沃
さ
や
古
老

の
伝
承
な
ど
を
書
い
て
い
ま
す
。
残
っ
て
い
る
の

は
、
な
ぜ
か
出
雲
国
と
播
磨
国
・
常ひた
ち陸
国
・
肥ひぜ
ん前

国
・
豊ぶん
ご後
国
の
５
カ
国
だ
け
で
す
。
そ
の
中
で

『
播
磨
国
風
土
記
』（
三
条
西
家
本
）
は
唯
一
国
宝

に
指
定
さ
れ
、
今
は
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館

が
所
蔵
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
最
も
早
く
完
成
し
た
の
が
『
播
磨
国
風

土
記
』
で
、
わ
ず
か
３
年
で
成
立
し
て
い
ま
す
。

常
陸
国
が
５
年
、
そ
の
他
は
20
年
以
上
も
の
期
間

を
要
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
播
磨
国
庁
に
い
た
播

磨
守かみ（
文
人
の
巨こせ
の
あ
そ
ん
お
お
じ

勢
朝
臣
邑
治
）
と
編へん
さ
ん纂
に
あ

た
っ
た
役
人
に
（
渡
来
人
系
の
文
筆
に
堪たん
の
う能
な

楽さざな
み
の浪
河かわ
ち内
な
ど
）
最
高
の
人
材
が
い
た
か
ら
に
他

な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
最
古
の
根
拠
と
な
っ
た

の
が
地
名
の
表
記
で
す
。
播
磨
町
・
加
古
川
市
地

域
は
「
賀
古
郡
」
と
呼
ば
れ
、
望まが
り理
・
鴨あわ
わ波
・
長

田
と
駅うま
や家
の
四
つ
の
里
を
記
し
て
い
ま
す
。
日
本

の
律
令
国
家
は
『
大
宝
律
令
』
の
成
立
で
体
制
を

整
え
、
全
国
を
国
・
郡
・
里
の
行
政
区
画
に
分
け

ま
し
た
。
後
に
、
霊れい
き亀
元
年（
７
１
５
）３
月
に
里

を
改
め
郷ごう
へ
（
郷
里
制
）。
さ
ら
に
、
国
郡
郷
制

に
替
え
て
い
き
ま
す
。
つ
ま
り
、
里
が
郷
に
な
っ

た
の
で
す
。

　

こ
れ
を
具
体
的
に
示
す
史
料
が
写
真
の
木
も
っ
か
ん簡

で
す
。
風
土
記
に
し
か
記
録
が
な
い
た
め
、
幻
の

里
と
い
わ
れ
た
鴨
波
里
の
文
字
資
料
が
昭
和
52

（
１
９
７
７
）
年
平
城
宮
跡
の
調
査
で
出
土
し
ま
し

た
。
な
お
、
鴨
波
の
文
字
は
「
加
古
郡
禾あわ
わ々

里
」

と
表
現
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
平
成
元
（
１
９
８
９
）

年
に
は
平
城
京
跡
の
調
査
で
、「
賀
古
郡
淡あわ
わ葉
郷
須

□［
保
ヵ
］里
」と
記
す
荷
札
木
簡
が
発
見
さ
れ
ま

し
た
。
２
つ
の
木
簡
か
ら
、「
禾
々
里
」
が
郷
里
制

の
と
お
り
「
淡
葉
郷
」
に
な
っ
た
こ
と
も
判
明
し
、

『
播
磨
国
風
土
記
』
は
国
・
郡
・
里
制
で
書
か
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
郷
里
制
以
前
に
成
立
し
た
と

い
え
る
の
で
す
。
な
お
、
現
在
の
播
磨
町
は
『
播

磨
国
風
土
記
』
に
記
載
の
あ
る
阿あ
え閇
村
・
阿
閇
津

を
含
め
、
鴨
波
里
に
属
し
て
い
た
と
考
え
て
い
ま

す
。

西暦90%×90%
２ケタの場合90%×80%
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